
(57)【要約】

【課題】測定の際の動作、姿勢などに影響されず、体温

計を安定に保持することができ、精度の高い体温測定を

可能とする体温計を提供する。

【解決手段】体温計１は耳式体温計であって、体温計本

体２に設置され耳内に挿入されるプローブ６と、前記体

温計本体２に設置され、少なくとも測定開始または終了

時に操作する測定スイッチ４とを備えている。プローブ

６の前記体温計本体２からの突出方向と測定スイッチ４

の操作方向とは実質的に同一である。測定スイッチ４は

、体温計本体２の背面側に設けら、押圧操作時にクリッ

ク感を伴うものである。また、体温計本体２には、顔面

に当接し体温計本体２を支持・固定するための少なくと

も１つの隆起部２２ａ、２２ｂが形成されている。

【選択図】　図１

JP 2004-223274 A 2004.8.12



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
体 温 計 本 体 に 設 置 さ れ 耳 内 に 挿 入 さ れ る プ ロ ー ブ と 、 前 記 体 温 計 本 体 に 設 置 さ れ 、 少 な く
と も 測 定 開 始 ま た は 終 了 時 に 操 作 す る 測 定 ス イ ッ チ と を 備 え た 体 温 計 で あ っ て 、 前 記 プ ロ
ー ブ の 前 記 体 温 計 本 体 か ら の 突 出 方 向 と 前 記 測 定 ス イ ッ チ の 操 作 方 向 と が 実 質 的 に 同 一 で
あ り 、
前 記 測 定 ス イ ッ チ は 押 圧 操 作 時 に ク リ ッ ク 感 を 伴 う も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 耳 式 体 温
計 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 測 定 ス イ ッ チ を 測 定 終 了 ま で 連 続 的 に 操 作 す る こ と に よ り 体 温 を 検 知 す る 請 求 項 １ に
記 載 の 耳 式 体 温 計 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 測 定 ス イ ッ チ は 、 前 記 プ ロ ー ブ の 突 出 方 向 と 実 質 的 に 同 一 方 向 に 押 圧 操 作 す る も の で
あ る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 耳 式 体 温 計 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 プ ロ ー ブ の 測 定 部 位 へ の 挿 入 深 さ を 規 制 す る 挿 入 深 さ 規 制 手 段 を 有 す る 請 求 項 １ な い
し ３ の い ず れ か に 記 載 の 耳 式 体 温 計 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 耳 式 体 温 計 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 病 院 等 の 医 療 機 関 や 家 庭 に お い て 、 健 康 管 理 や 治 療 経 過 等 の 確 認 の た め に し ば し ば 体 温
を 測 定 す る 。 体 温 を 測 定 す る た め の 体 温 計 に は 種 々 の も の が あ り 、 疾 患 や 病 状 に 合 わ せ て
適 宜 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ の な か で 耳 式 体 温 計 は 、 鼓 膜 温 が 深 部 体 温 に 近 い こ と を 利 用 し て 、 鼓 膜 ま た は そ の 周 辺
部 か ら 放 射 さ れ る 赤 外 線 を 検 知 す る こ と で 体 温 を 測 定 す る も の で あ る 。 耳 式 体 温 計 は 、 プ
ロ ー ブ （ 探 触 子 ） を 耳 腔 （ 外 耳 道 ） 内 に 挿 入 し て 鼓 膜 ま た は そ の 周 辺 部 か ら 発 せ ら れ る 赤
外 線 （ 熱 線 ） を 赤 外 線 セ ン サ ー へ 導 き 、 そ の 強 度 に 応 じ て 体 温 を 測 定 す る 構 成 を 有 し て い
る 。 こ の 耳 式 体 温 計 は 、 数 秒 以 内 で の 体 温 測 定 が 可 能 で あ る こ と 、 お よ び 耳 腔 内 に 挿 入 す
る 部 分 に カ バ ー を 被 せ た り 、 消 毒 す る こ と に よ り 繰 返 し 使 用 が 可 能 で あ る な ど の 利 点 が あ
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
し か し 、 プ ロ ー ブ の 耳 腔 内 へ の 挿 入 方 向 、 挿 入 深 さ 等 の 測 定 条 件 が 測 定 値 へ 及 ぼ す 影 響 が
大 き く 、 ま た 測 定 中 に プ ロ ー ブ が 動 く こ と に よ っ て 測 定 値 に 大 き な 誤 差 が 生 じ る こ と が あ
る 。 し た が っ て 、 例 え ば 測 定 に 際 し 、 測 定 ス イ ッ チ の 操 作 を 行 う 場 合 、 測 定 ス イ ッ チ の 操
作 の 度 に 体 温 計 本 体 を 保 持 し て い る 手 が 動 き 、 耳 腔 内 に 挿 入 さ れ た 前 記 プ ロ ー ブ が ブ レ て
し ま う こ と が あ る 。 さ ら に 、 測 定 中 に 体 温 計 本 体 を 顔 面 に 対 し て 安 定 的 に 保 持 す る こ と が
で き ず 、 そ の 位 置 が ズ レ て し ま う こ と が あ る 。 こ の よ う な 場 合 に は 、 測 定 値 の バ ラ ツ キ を
生 じ て 再 現 性 が 悪 く 、 耳 式 体 温 計 の 信 頼 性 を 損 な う 可 能 性 が 大 き い と い う 問 題 が あ っ た (
特 許 文 献 １ ： 特 公 平 ６ － ６ ３ ８ ５ １ 号 公 報  )。
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 ６ － ６ ３ ８ ５ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 測 定 に 際 し て の 動 作 、 姿 勢 な ど に 影 響 さ れ ず 、 精 度 の 高 い 体 温 測 定 を 可
能 と す る 体 温 計 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の よ う な 目 的 は 、 下 記 （ １ ） ～ （ １ ２ ） の 本 発 明 に よ り 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
（ １ ）  体 温 計 本 体 に 設 置 さ れ 耳 内 に 挿 入 さ れ る プ ロ ー ブ と 、 前 記 体 温 計 本 体 に 設 置 さ れ
、 少 な く と も 測 定 開 始 ま た は 終 了 時 に 操 作 す る 測 定 ス イ ッ チ と を 備 え た 体 温 計 で あ っ て 、
前 記 プ ロ ー ブ の 前 記 体 温 計 本 体 か ら の 突 出 方 向 と 前 記 測 定 ス イ ッ チ の 操 作 方 向 と が 実 質 的
に 同 一 で あ り 、 前 記 測 定 ス イ ッ チ は 押 圧 操 作 時 に ク リ ッ ク 感 を 伴 う も の で あ る こ と を 特 徴
と す る 耳 式 体 温 計 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
（ ２ ）  前 記 測 定 ス イ ッ チ を 測 定 終 了 ま で 連 続 的 に 操 作 す る こ と に よ り 体 温 を 検 知 す る 上
記 （ １ ） に 記 載 の 耳 式 体 温 計 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
（ ３ ）  前 記 測 定 ス イ ッ チ は 、 前 記 プ ロ ー ブ の 突 出 方 向 と 実 質 的 に 同 一 方 向 に 押 圧 操 作 す
る も の で あ る 上 記 （ １ ） ま た は （ ２ ） に 記 載 の 耳 式 体 温 計 。
【 ０ ０ １ ０ 】
（ ４ ）  前 記 プ ロ ー ブ の 測 定 部 位 へ の 挿 入 深 さ を 規 制 す る 挿 入 深 さ 規 制 手 段 を 有 す る 上 記
（ １ ） な い し （ ３ ） の い ず れ か に 記 載 の 耳 式 体 温 計 。
【 ０ ０ １ １ 】
（ ５ ）  体 温 計 本 体 に 設 置 さ れ 耳 内 に 挿 入 さ れ る 前 記 プ ロ ー ブ を 備 え た 耳 式 体 温 計 で あ っ
て 、 前 記 体 温 計 本 体 に 前 記 プ ロ ー ブ を 挿 入 す る 耳 の 近 傍 に 当 接 し 、 前 記 体 温 計 本 体 を 支 持
す る た め の 少 な く と も １ つ の 隆 起 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 耳 式 体 温 計 。
【 ０ ０ １ ２ 】
（ ６ ）  前 記 隆 起 部 は 前 記 体 温 計 本 体 の 前 記 プ ロ ー ブ が 設 置 さ れ て い る 面 に 設 け ら れ て い
る 上 記 （ ５ ） に 記 載 の 耳 式 体 温 計 。
【 ０ ０ １ ３ 】
（ ７ ）  前 記 体 温 計 本 体 の 長 手 方 向 の 一 端 側 に 前 記 プ ロ ー ブ が 形 成 さ れ 、 他 端 側 に 前 記 隆
起 部 が 形 成 さ れ て い る 上 記 （ ６ ） に 記 載 の 耳 式 体 温 計 。
【 ０ ０ １ ４ 】
（ ８ ）  前 記 体 温 計 本 体 の 長 手 方 向 へ 伸 び る 中 心 線 の 両 側 に 少 な く と も 一 対 の 前 記 隆 起 部
が 設 け ら れ て い る 上 記 （ ５ ） な い し （ ７ ） の い ず れ か に 記 載 の 耳 式 体 温 計 。
【 ０ ０ １ ５ 】
（ ９ ）  前 記 隆 起 部 が 人 の 頬 骨 の 近 傍 に 当 接 す る よ う に し て 使 用 さ れ る 上 記 （ ５ ） な い し
（ ８ ） の い ず れ か に 記 載 の 耳 式 体 温 計 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ 10）  前 記 隆 起 部 の 近 傍 に 形 成 さ れ た 凹 部 に 体 温 計 の 電 源 の 切 ／ 入 を 切 り 替 え る 電 源 ス
イ ッ チ が 設 け ら れ て い る 上 記 （ ５ ） な い し （ ９ ） の い ず れ か に 記 載 の 耳 式 体 温 計 。
【 ０ ０ １ ７ 】
（ 11）  前 記 体 温 計 本 体 に 設 置 さ れ 少 な く と も 測 定 開 始 ま た は 終 了 時 に 操 作 す る 測 定 ス イ
ッ チ を 備 え 、 該 測 定 ス イ ッ チ の 操 作 方 向 と 前 記 隆 起 部 の 突 出 方 向 と が 実 質 的 に 同 一 で あ る
上 記 （ ５ ） な い し （ 10） の い ず れ か に 記 載 の 耳 式 体 温 計 。
【 ０ ０ １ ８ 】
（ 12）  前 記 隆 起 部 の 突 出 方 向 と 、 前 記 プ ロ ー ブ の 突 出 方 向 と が 実 質 的 に 同 一 で あ る 上 記
（ ５ ） な い し （ 11） の い ず れ か に 記 載 の 耳 式 体 温 計 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
以 上 述 べ た よ う に 、 本 発 明 の 体 温 計 に よ れ ば 、 測 定 に 際 し 測 定 ス イ ッ チ を 操 作 し て も 体 温
計 の ブ レ が な く 、 ま た 、 プ ロ ー ブ の 耳 腔 内 へ 挿 入 方 向 や 挿 入 深 さ が 変 化 す る こ と が な い た
め 、 測 定 値 の バ ラ ツ キ が な く 信 頼 性 の 高 い 体 温 測 定 が 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 隆 起 部 に よ り 体 温 計 の 位 置 や 向 き を 固 定 で き る た め 、 測 定 中 に プ ロ ー ブ が 動 い た り
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、 測 定 ス イ ッ チ の 操 作 の 度 に プ ロ ー ブ の 挿 入 方 向 、 挿 入 深 さ が 変 動 す る こ と が な く 、 精 度
の 高 い 測 定 値 を 得 る こ と が で き る 。 さ ら に 、 測 定 中 に 電 源 ス イ ッ チ の 誤 動 作 を 生 じ る こ と
も な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
以 下 、 本 発 明 の 体 温 計 を 添 付 図 面 に 示 す 好 適 実 施 例 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 １ 、 図 ２ 、 図 ３ お よ び 図 ４ は そ れ ぞ れ 本 発 明 の 体 温 計 の 正 面 図 、 側 面 図 お よ び 上 面 図 、
背 面 図 で あ る 。 図 ５ は 図 １ 中 の Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
な お 、 説 明 の 都 合 上 、 図 １ 、 図 ２ 、 図 4の 上 側 を 「 上 部 」 、 下 側 を 「 下 部 」 、 図 3の 左 側 を
「 先 端 」 、 右 側 を 「 基 端 」 、 図 ５ の 上 側 を 「 先 端 」 、 下 側 を 「 基 端 」 と い う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 １ 、 図 ２ 、 図 3、 図 ４ お よ び 図 ５ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 体 温 計 １ は 鼓 膜 お よ び そ の 周
辺 部 か ら 発 せ ら れ る 赤 外 線 の 強 度 を 測 定 す る こ と に よ り 体 温 を 検 出 す る 耳 式 体 温 計 で あ り
、 赤 外 線 セ ン サ ー （ サ ー モ パ イ ル 型 赤 外 線 セ ン サ ー ） と 温 度 セ ン サ ー と か ら な る 検 温 部 １
０ を 内 蔵 す る 体 温 計 本 体 ２ と 、 該 体 温 計 本 体 ２ の 正 面 側 に 設 置 さ れ 、 測 定 部 位 で あ る 耳 腔
に 挿 入 さ れ る プ ロ ー ブ ６ と 、 体 温 計 本 体 ２ の 背 面 上 部 に 設 置 さ れ た 測 定 ス イ ッ チ ４ と を 備
え て い る 。 ま た 、 体 温 計 本 体 ２ の 正 面 側 に は 顔 面 に 当 接 す る 少 な く と も １ 対 の 隆 起 部 ２ ２
が 形 成 さ れ て お り 、 隆 起 部 ２ ２ の 近 傍 に 形 成 さ れ た 凹 部 ２ ０ に は 電 源 ス イ ッ チ ３ お よ び 表
示 部 ５ が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 図 4に 示 す よ う に 体 温 計 本 体 ２ の 背 面 側 に は 測 定 ス イ
ッ チ ４ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
な お 、 検 温 部 が ポ ロ メ ー タ 型 赤 外 線 セ ン サ ー を 備 え る も の で あ る 場 合 に は 、 か か る 検 温 部
を プ ロ ー ブ ６ の 先 端 内 部 に 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
プ ロ ー ブ ６ は 、 体 温 計 本 体 ２ の 正 面 側 で 体 温 計 本 体 ２ の 長 手 方 向 の 一 端 （ 上 部 ） に 設 置 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の プ ロ ー ブ ６ は 、 図 2、 図 ３ お よ び 図 ５ に 示 す よ う に 、 外 径 が 先 端 に 向 か っ て 漸 減 す る
形 状 を な し て お り 、 プ ロ ー ブ ６ の 先 端 外 周 部 ６ ３ は 、 耳 腔 内 へ 挿 入 し た と き の 安 全 性 を 考
慮 し て 縁 部 が 丸 み を 帯 び た 形 状 を な し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
当 該 プ ロ ー ブ ６ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 体 温 計 本 体 ２ の 支 持 体 ７ 上 に リ ン グ ナ ッ ト ９ に よ っ
て 着 脱 自 在 に 支 持 ・ 固 定 さ れ て い る 。 支 持 体 ７ は 、 大 径 部 ７ １ と そ の 先 端 側 の 小 径 部 ７ ２
と を 有 し 、 大 径 部 ７ １ お よ び 小 径 部 ７ ２ の 外 周 に は 、 そ れ ぞ れ 、 雄 螺 子 ７ ３ 、 ７ ４ が 形 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
一 方 、 管 状 の プ ロ ー ブ ６ の 基 端 に は 、 大 径 部 ７ １ の 先 端 面 に 当 接 す る 基 部 ６ １ を 有 す る と
と も に 、 プ ロ ー ブ ６ の 基 端 側 内 面 に は 、 前 記 雄 螺 子 ７ ４ と 螺 合 す る 雌 螺 子 ６ ２ が 形 成 さ れ
て い る 。 こ れ ら の 雄 螺 子 ７ ４ と 雌 螺 子 ６ ２ を 螺 合 す る こ と に よ り 、 プ ロ ー ブ ６ が 支 持 台 ７
に 支 持 、 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
支 持 台 ７ の 中 心 部 に は 、 そ の 先 端 か ら 導 入 さ れ た 赤 外 線 （ 熱 線 ） を 検 温 部 １ ０ の 赤 外 線 セ
ン サ ー （ 温 度 検 出 セ ン サ ー ） へ 導 く ラ イ ト ガ イ ド （ 導 波 管 ） ８ が 立 設 さ れ て い る 。 ラ イ ト
ガ イ ド ８ は 、 好 ま し く は 熱 伝 導 性 の よ い 銅 な ど の 金 属 で 構 成 さ れ 、 そ の 内 面 に は 金 メ ッ キ
が 施 さ れ て い る 。 ま た 、 ラ イ ト ガ イ ド ８ に は 、 そ の 先 端 開 口 を 覆 う よ う に 保 護 シ ー ト ８ １
が 被 覆 さ れ て い る 。 こ れ に よ り ラ イ ト ガ イ ド ８ の 内 部 に ゴ ミ 、 塵 等 が 侵 入 す る こ と が 防 止
さ れ る 。 な お 、 保 護 シ ー ト ８ １ は 、 赤 外 線 透 過 性 を 有 す る 樹 脂 材 料 で 構 成 さ れ て い る こ と
が 好 ま し い 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
支 持 台 ７ の 大 径 部 ７ １ に は リ ン グ ナ ッ ト ９ が 螺 合 さ れ る 。 す な わ ち 、 リ ン グ ナ ッ ト ９ の 基
端 側 内 面 に は 雌 螺 子 ９ １ が 形 成 さ れ 、 こ の 雌 螺 子 ９ １ が 大 径 部 ７ １ の 雄 螺 子 ７ ３ と 螺 合 す
る こ と に よ り リ ン グ ナ ッ ト ９ が 支 持 台 ７ に 支 持 、 固 定 さ れ る 。 こ の リ ン グ ナ ッ ト ９ は 、 体
温 計 本 体 ２ の １ つ の 隆 起 部 と し て 作 用 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ の リ ン グ ナ ッ ト ９ は 、 雌 螺 子 ９ １ の 先 端 付 近 か ら そ の 外 径 が 先 端 方 向 へ 向 か っ て 漸 減 す
る テ ー パ 部 ９ ２ を 有 し 、 テ ー パ 部 ９ ２ の 内 面 に は 、 プ ロ ー ブ カ バ ー １ １ の 胴 部 １ ２ に 係 合
す る 係 合 部 ９ ３ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
プ ロ ー ブ ６ に プ ロ ー ブ カ バ ー １ １ を 被 せ ら れ て い て も よ い 。 こ の 場 合 、 リ ン グ ナ ッ ト ９ を
装 着 し て 所 定 方 向 に 回 転 操 作 し て 螺 合 す る と 、 プ ロ ー ブ カ バ ー の 胴 部 １ ２ に プ ロ ー ブ ６ の
傾 斜 部 ６ ４ と リ ン グ ナ ッ ト ９ の 係 合 部 ９ ３ で 挟 持 さ れ 、 プ ロ ー ブ カ バ ー １ １ が プ ロ ー ブ ６
に 対 し 確 実 に 固 定 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 体 温 測 定 中 等 に 、 プ ロ ー ブ カ バ ー １ １ が プ ロ ー ブ
６ に 対 し ズ レ を 生 じ る こ と が な く 、 ま た 測 定 後 、 耳 腔 か ら プ ロ ー ブ ６ を 抜 き 取 っ た 際 に 、
プ ロ ー ブ カ バ ー １ １ が 耳 腔 内 に 残 る と い っ た 不 都 合 が 回 避 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
な お 、 本 実 施 例 の プ ロ ー ブ カ バ ー １ １ の 開 口 端 （ 基 端 ） の 周 囲 に フ ラ ン ジ 、 取 り 付 け 基 部
等 を 設 け 、 こ の フ ラ ン ジ 等 を プ ロ ー ブ ６ と リ ン グ ナ ッ ト ９ の 間 で 挟 持 し て プ ロ ー ブ カ バ ー
１ １ を 固 定 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
リ ン グ ナ ッ ト ９ の 先 端 面 ９ ４ は 、 耳 腔 入 口 よ り も 大 き な 面 積 を も つ ほ ぼ 平 坦 面 で あ る こ と
が 好 ま し い 。 こ れ に よ り プ ロ ー ブ ６ を 耳 腔 に 挿 入 す る 際 、 先 端 面 ９ ４ が 耳 腔 入 口 付 近 に 当
接 し 、 プ ロ ー ブ ６ が 所 定 の 深 さ 以 上 に 耳 腔 に 挿 入 さ れ な い よ う に 規 制 す る 挿 入 深 さ 規 制 手
段 と し て 機 能 す る 。 こ の た め 、 先 端 面 ９ ４ が 当 接 す る よ う に プ ロ ー ブ ６ を 挿 入 し て 体 温 計
１ を 使 用 す る こ と に よ り 、 常 に 一 定 の 挿 入 深 さ で 体 温 測 定 を す る こ と が で き 、 耳 腔 へ の プ
ロ ー ブ ６ の 挿 入 深 さ が 変 動 す る こ と に よ る 測 定 値 の バ ラ ツ キ を 防 止 す る こ と が で き る 。 特
に 、 測 定 ス イ ッ チ ４ を 押 圧 す る 場 合 で も プ ロ ー ブ ６ の 挿 入 深 さ が 規 制 さ れ る 。 さ ら に 、 プ
ロ ー ブ ６ の 耳 腔 内 へ の 過 剰 な 挿 入 に よ り 内 耳 を 傷 つ け る と い う 問 題 も 回 避 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ラ イ ト ガ イ ド ８ の 基 端 に 設 け ら れ た 赤 外 線 セ ン サ ー は 、 サ ー モ パ イ ル （ 熱 電 対 列 ） を 備 え
、 中 心 側 に 位 置 す る 集 熱 部 に サ ー モ パ イ ル の 温 接 点 が 、 外 周 側 に 冷 接 点 が そ れ ぞ れ 設 置 さ
れ た 構 成 を な し て い る 。 そ し て 、 温 接 点 と 冷 接 点 と の 温 度 差 に 相 当 す る サ ー モ パ イ ル の 出
力 信 号 と 赤 外 線 セ ン サ ー の 近 く も し く は 内 部 に 設 け ら れ る サ ー ミ ス タ （ 不 図 示 ） に よ り 出
力 さ れ る 冷 接 点 の 温 度 に 相 当 す る 信 号 と の 関 数 と し て 体 温 を 測 定 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
温 度 計 本 体 ２ に は 、 測 定 時 に 前 記 プ ロ ー ブ ６ を 挿 入 す る 耳 の 近 傍 に 当 接 す る 隆 起 部 ２ ２ が
形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 体 温 計 １ を 使 用 す る 際 、 こ の 隆 起 部 ２ ２ が 支 点 と な っ て 体 温
計 １ は 例 え ば 顔 面 の 所 定 箇 所 に 固 定 さ れ る 。 す な わ ち 、 耳 腔 内 に 挿 入 さ れ た プ ロ ー ブ ６ の
挿 入 角 度 や 挿 入 深 さ 等 を 測 定 の 間 そ の ま ま 維 持 す る こ と が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
さ ら に 、 隆 起 部 ２ ２ は 図 １ 、 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 す よ う に 、 少 な く と も 一 対 の 隆 起 部 ２ ２
ａ 、 ２ ２ ｂ か ら 構 成 さ れ て い る 。 こ れ ら の 隆 起 部 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ は 、 体 温 計 本 体 ２ の プ ロ
ー ブ ６ が 設 置 さ れ て い る 面 と 同 じ 面 、 す な わ ち 正 面 側 に プ ロ ー ブ ６ が 突 出 す る 方 向 と 実 質
的 に 同 一 方 向 に 隆 起 し て い る 。 ま た 、 隆 起 部 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ は 長 手 方 向 へ 伸 び る 中 心 線 Ｂ
の 両 側 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
こ こ で 、 プ ロ ー ブ ６ が 突 出 す る 方 向 と 実 質 的 に 同 じ 方 向 に 隆 起 す る と は 、 プ ロ ー ブ ６ の 突
出 方 向 の 中 心 線 と 、 隆 起 部 の 高 さ 方 向 へ の 延 長 線 と が 略 平 行 で あ る 状 態 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
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ま た 、 図 ７ に 示 す よ う に こ の 隆 起 部 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ の 各 々 が 頬 骨 の 近 傍 に 当 接 す る よ う に
、 特 に 頬 骨 を 挟 む 位 置 に 当 接 し て 使 用 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 体 温 計 １ の 固
定 を よ り 容 易 か つ 確 実 に す る こ と が で き る 。 そ の た め に は 隆 起 部 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ は 、 凹 部
２ ０ を 介 し 一 定 距 離 を 隔 て て 配 置 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
体 温 計 本 体 ２ の 長 手 方 向 の 一 端 側 に 前 記 プ ロ ー ブ ６ が 形 成 さ れ 、 他 端 側 に 隆 起 部 ２ ２ ａ 、
２ ２ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 隆 起 部 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ は 、 プ ロ ー ブ ６ か ら 顔 面 へ の
支 持 ・ 固 定 に 適 し た 距 離 を 隔 て て 配 置 さ れ て い る 。 こ の よ う な 構 成 に よ っ て も 上 記 の 場 合
と 同 様 、 隆 起 部 ２ ２ を 支 点 と し て 体 温 計 １ を 顔 面 に 対 し 確 実 に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
隆 起 部 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ の 隆 起 高 さ 、 形 状 等 に つ い て は 特 に 限 定 さ れ ず 、 当 接 す る 顔 面 を 傷
つ け た り 、 不 快 感 を 与 え る こ と な く 体 温 計 １ を 保 持 ・ 静 止 さ せ る こ と が で き る 程 度 の 高 さ
、 形 状 で あ れ ば い か な る も の で も よ い 。 な お 、 隆 起 部 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ の 双 方 が 同 じ 隆 起 高
さ 、 形 状 の も の に 限 ら ず 、 互 い に 異 な る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
当 該 隆 起 部 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ は 、 例 え ば 樹 脂 材 料 で 形 成 さ れ 、 体 温 計 本 体 ２ と 一 体 的 に 形 成
さ れ た も の で あ っ て も 別 部 材 で あ っ て も よ く 、 ま た 、 隆 起 部 ２ ２ の 頂 部 に は 顔 面 へ の 刺 激
を 緩 和 し 、 ま た は 滑 り を 防 止 す る た め の ゴ ム や 軟 質 樹 脂 等 か ら な る ク ッ シ ョ ン 材 を 被 せ た
も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
上 記 隆 起 部 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ の 近 傍 に 形 成 さ れ た 凹 部 ２ ０ に は 、 体 温 計 の 電 源 の 切 ／ 入 を 切
り 替 え る 電 源 ス イ ッ チ ３ が 設 け ら れ て い る 。 こ の よ う な 構 成 と す る こ と に よ り 、 体 温 計 １
を 把 持 し て い る 手 指 の 一 部 ま た は 顔 面 の 一 部 が 電 源 ス イ ッ チ ３ に 触 れ て 、 体 温 の 測 定 中 に
も 拘 ら ず 電 源 が 切 れ て し ま う 等 の 誤 動 作 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
電 源 ス イ ッ チ ３ は 、 前 記 凹 部 ２ ０ に 位 置 す る も の で あ れ ば 、 い か な る 形 状 、 い か な る 操 作
方 式 の も の で あ っ て も よ い が 、 凹 部 ２ ０ の 前 記 体 温 計 本 体 ２ の 中 心 線 Ｂ 上 に 位 置 す る こ と
が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 測 定 中 に 手 指 や 顔 面 の 一 部 が 電 源 ス イ ッ チ ３ に さ ら に 触 れ 難 く
な り 、 上 記 し た よ う な 誤 動 作 を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
さ ら に 、 凹 部 ２ ０ に は 表 示 部 ５ が 設 け ら れ て い る 。 上 記 電 源 ス イ ッ チ ３ の 近 傍 に 設 け ら れ
て い る こ と に よ り 、 電 源 ス イ ッ チ ３ の 操 作 と 同 時 に 当 該 電 源 ス イ ッ チ ３ の 接 続 状 態 や 体 温
計 １ の 作 動 状 態 を 表 示 部 ５ の 表 示 に よ り 容 易 に 視 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
表 示 部 ５ は 、 例 え ば 液 晶 表 示 装 置 で 構 成 さ れ て お り 、 測 定 値 、 そ の 他 例 え ば 測 定 の 際 に お
け る 待 機 時 間 ま た は 経 過 時 間 、 バ ッ テ リ ー 残 量 等 を 認 識 さ せ る た め の 文 字 、 記 号 ま た は シ
ン ボ ル マ ー ク を 表 示 す る 。 表 示 の 形 態 は い か な る も の で も よ く 、 例 え ば 時 間 の 経 過 に 伴 っ
て 点 灯 ま た は 点 滅 す る セ グ メ ン ト の 個 数 が 順 次 増 加 し 、 最 終 的 に 全 て の セ グ メ ン ト が 点 灯
ま た は 点 滅 す る よ う に 構 成 さ れ た も の で あ っ て も よ い 。 特 に 、 動 物 等 の キ ャ ラ ク タ ー を 表
示 す る 場 合 、 体 温 測 定 を 行 う 幼 児 や 子 供 を 飽 き さ せ る こ と な く 円 滑 に 体 温 測 定 を 行 う こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
体 温 計 本 体 ２ の 背 面 側 に は 、 図 ４ 、 図 ５ に 示 す よ う な 少 な く と も 測 定 開 始 ま た は 終 了 時 に
操 作 す る 測 定 ス イ ッ チ ４ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 測 定 ス イ ッ チ ４ の 操 作 方 向 （ 押 圧 方 向 ）
と 前 記 プ ロ ー ブ ６ の 突 出 方 向 と が 実 質 的 に 同 一 で あ る 。 こ こ で 、 測 定 ス イ ッ チ ４ の 操 作 方
向 と 前 記 プ ロ ー ブ ６ の 突 出 方 向 と が 実 質 的 に 同 一 で あ る と は 、 プ ロ ー ブ ６ の 突 出 方 向 の 中
心 線 と 測 定 ス イ ッ チ ４ の 操 作 方 向 へ の 延 長 線 と が 略 平 行 に あ る こ と 、 も し く は 前 記 中 心 線
と 延 長 線 と の な す 角 度 が 十 分 に 小 さ く 、 後 述 す る 効 果 を 大 幅 に 減 少 さ せ な い 程 度 を 意 味 す
る 。 こ の よ う な 構 成 と す る こ と に よ り 、 プ ロ ー ブ ６ を 耳 腔 に 挿 入 し た ま ま の 状 態 で 体 温 計
本 体 ２ を 把 持 し た 手 で 測 定 ス イ ッ チ ４ の 操 作 を 行 っ て も 、 プ ロ ー ブ ６ は 挿 入 方 向 と 異 な る
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方 向 に 移 動 し た り プ ロ ー ブ ６ が 耳 腔 内 で 回 転 等 す る こ と な く 、 耳 腔 へ の 挿 入 角 度 、 挿 入 位
置 等 が 変 化 す る こ と が な い 。 し た が っ て 、 常 に 同 じ 測 定 姿 勢 を 維 持 す る こ と が で き 、 測 定
値 が 変 動 す る こ と を 防 止 で き る 。 ま た 、 同 様 の 理 由 に よ り 、 測 定 ス イ ッ チ ４ の 操 作 方 向 と
前 記 隆 起 部 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ の 突 出 方 向 と が 実 質 的 に 同 一 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
こ の よ う な 測 定 ス イ ッ チ ４ の 操 作 方 式 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 押 圧 式 、 ス ラ イ ド 式 、 タ ッ チ 式
等 が 挙 げ ら れ る が 、 プ ロ ー ブ ６ の 突 出 方 向 と 実 質 的 に 同 方 向 に 押 圧 操 作 す る も の （ 押 圧 式
） が 好 ま し く 、 押 圧 時 に ク リ ッ ク 感 を 伴 う 押 圧 式 が 特 に 好 ま し い 。 か か る 方 式 の も の は 操
作 が 簡 単 で あ り 、 測 定 ス イ ッ チ ４ の 操 作 の 度 に 体 温 計 本 体 ２ を 持 ち 替 え る 必 要 が な く 、 し
た が っ て 、 プ ロ ー ブ ６ の 耳 腔 へ の 挿 入 角 度 、 挿 入 位 置 等 が 変 動 す る こ と な く 安 定 し た 体 温
測 定 が 達 成 さ れ る 。 さ ら に 、 押 圧 時 に ク リ ッ ク 感 を 伴 う も の は 、 測 定 ス イ ッ チ ４ の 操 作 が
確 実 に 行 わ れ た こ と を 音 お よ び 触 感 に よ り 確 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
ま た 、 測 定 ス イ ッ チ ４ は 、 測 定 の 終 了 ま で 連 続 的 に 操 作 す る こ と に よ り 体 温 を 検 知 す る も
の で あ る こ と が 好 ま し く 、 例 え ば 測 定 開 始 時 に 測 定 ス イ ッ チ ４ を 押 下 し 、 測 定 終 了 時 ま で
そ の ま ま 押 下 し 続 け る も の が 特 に 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 測 定 中 に お け る 体 温 計 １ の ブ レ
を さ ら に 効 果 的 に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
こ の よ う な 測 定 ス イ ッ チ ４ の 操 作 は 、 こ の ほ か 測 定 終 了 時 ま で 複 数 回 ク リ ッ ク す る も の で
あ っ て も よ い 。 さ ら に 、 測 定 ス イ ッ チ ４ の 配 置 位 置 、 操 作 面 の 形 状 、 大 き さ 、 個 数 等 は 特
に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
以 上 、 本 発 明 の 体 温 計 を 添 付 図 面 に 示 す 実 施 例 に 基 づ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限
定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
例 え ば 、 体 温 計 本 体 ２ は 図 示 の よ う な 形 状 に 限 ら れ ず 、 少 な く と も プ ロ ー ブ ６ お よ び 測 定
ス イ ッ チ ４ が 設 置 可 能 で 、 片 手 で 把 持 し 易 い も の で あ れ ば い か な る も の で も よ い 。 ま た 、
隆 起 部 ２ ２ の 形 状 や 個 数 は 任 意 の も の が 可 能 で あ り 、 例 え ば ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ が そ れ ら の 端
部 で 連 続 的 に 繋 っ て １ つ の 隆 起 部 ２ ２ を 形 成 し た も の で も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 体 温 計 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 体 温 計 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 体 温 計 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 体 温 計 の 背 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ 中 の Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 体 温 計 の 使 用 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 体 温 計 の 使 用 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
１  体 温 計 、 ２  体 温 計 本 体 。 ２ ０  凹 部 、 ２ ２  隆 起 部 、 ２ ２ ａ  隆 起 部 、 ２ ２ ｂ  隆 起 部 、
３  電 源 ス イ ッ チ 、 ４  測 定 ス イ ッ チ 、 ５  表 示 部 、 ６  プ ロ ー ブ 、 ６ １  基 部 、 ６ ２  雄 螺 子
、 ６ ３  先 端 外 周 部 、 ７  支 持 台 、 ７ １  大 径 部 、 ７ ２  小 径 部 、 ７ ３ ， ７ ４  雄 螺 子 、 ８  ラ
イ ト ガ イ ド 、 ８ １  保 護 シ ー ト 、 ９  リ ン グ ナ ッ ト 、 ９ １  雌 螺 子 、 ９ ２  テ ー パ 部 、 ９ ３  
係 合 部 、 ９ ４  先 端 面 、 １ ０  検 出 部 、 １ １  プ ロ ー ブ カ バ ー 、 １ ２  胴 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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